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のことが音楽でも言え、リュリのオペラは 1680 年代から 1710 年代にかけて、アムステルダム
やハーグの劇場でフランス語だけでなくオランダ語でも上演された。さらに、オペラがさまざま
な形態で出版され、他の地域にはない独特のリュリ受容の様相を呈していた。






























































148 mixed muses no.12
くものだと言える。同様に、カタログにおける組曲版の販売も、カタログの有用性を十分に理解
した、ロジェの独創的な行いとして評価できる。
このようなロジェの独創性は組曲版の音楽的特徴からも指摘できる。すなわち、組曲版はその
成立過程において、同時代のフランスにおけるオペラの抜粋楽譜と類似し、構造においてはドイ
ツの管弦楽組曲と似ている。しかし、イタリア風の 4部編成や、愛好家を念頭に置いた音楽の
簡略化から、必ずしもフランス・オペラとドイツの組曲をつなぐのではなく、フランス・オペラ
にイタリア音楽らしさを付加し、ロンドンを中心とする国際市場に向けて売り出されたのではな
いかと考えられる。こうして、組曲版はロジェの商業的な手腕に支えられながら、リュリのオペ
ラを器楽曲に変化させ、ヨーロッパ的な規模で広めるものだったと言える。
なお、筆者は愛知県立芸術大学とパリ =ソルボンヌ大学のコチュテル（博士論文共同指導）に
基づき、上記の内容に関する博士論文を日本語とフランス語で執筆し、両大学において博士号を
取得した。
　
